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　 1)平成23年度から平成25年度までの3年 間に
　　　おけるICTⅢ学生アンケー ト結果に関する
　　　検討
　　　　　　　　　　　 ○原田　卓哉1,石田　喜紀2
　　 (奥羽大・歯 ・放射線診断1,奥羽大 ・歯・生体材料2)
【目　 的】教育の「見える化」がクローズアップさ
れるにつれて,ICT(lnformation　and　Communication
Technology)の歯科教育への応用が多くの教育機
関で試み られるようになった。私たちはこのよう
な現状 を踏 まえた上で歯科教育へのICT導入の有
用性 を探るため,す でにICTを導入 した講義にお
ける学生アンケー トの集計結果 を検討 したところ,
一定の知見が得 られたのでその概要を報告する。
【対象 と方法】対象は平成23年度から平成25年度
において,奥 羽大学歯学部第3学 年で施行 された
ICTⅢを受講 した第3学 年生(平 成23年度60名,
平成24年度50名,平成25年度40名)とした。ICT
Ⅲは複数の基礎系科 目が講義および問題演習を行
う形式であった。授業最終 日に無記名にて以下の
項 目でアンケー トを行った。各項 目について5段
階評価(1． 非常に満足,2.満 足,3.普 通,4.
やや不満,5.不 満)お よび自由記述で記入させ
た。
　 1.授業はその期間を通 じてどうだったか。
　 2.各科 目の時間配分はどうだったか。
　 3.問題演習についてはどうだったか。
　 4.教員からの問題解説はどうだったか。
　 5.学習効果が最 も高いと感 じられたのはどれ
　　か。
(1.問題演習,2.教 員の問題解説,3.パ ソ
　コンを用いた学習,4.な い)
【結　果】4つ の項 目について各年度の学生は概
ね 「非常に満足」「満足」「普通」 と解答 していた。
一方,自 由記述については 「授業内容が重複 して
いる」「科 目の存在意義に疑問を感 じる」 「受講す
る意味がない」 に代表 される懐疑的な意見が多数
を占めた。
【考　察】アンケー ト対象 となった授業はもとも
とICTを前面に押 し出 した内容 を企図 して設定 さ
れていたが,事 情 により問題演習を主体としたも
のに差 し替わった。そのため授業開始当初から学
生のみな らず教員においても存在意義 に大きな疑
問が生 じており,担 当教員自身が学生のモチベー
ションを向上 させ るため試行錯誤を繰 り返 してい
た。 こういった苦闘する教員の様子 を学生が敏感
に感 じ取 った結果がアンケー ト結果に反映 されて
いると思われた。 これ らの検討を踏 まえ,歯科教
育にICTを導入す る際はGIOおよびSBOsの策定
のみならず,年 間授業カリキュラム全体での位置
づけを重視する必要があると思われた。
